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§1. 波動幾何郎に依る宇宙；憐造論と屋雲理論との概略及び本論文の目

的、

波励幾何學に依る宇宙構造論に於ては次の二つの事項から出後して理論を

甜てた(1)

(i) 宇宙に於ける各屎雲の運勁径路ほ，質曲として，その時空の測地線

を描・<,

(ii) 星雲の迎動址密度は朕態中に開係して定るのである。

即ち朕態中に依つてその存在を規定されるやうな物質の粒子迎動最密度ベ

クト JVJま祉＝中+Ari中に依つて典へられる(2) ことから，我々は•この祉に依·

つて屋雲の粒子迎勁屈密度を表し， t£lが時空の測地線を描く可きであるとい

ふ考へのもとに宇宙構造論を樹てたのである d

次に屎雲の構造は，上のやうにして得られた宇宙構造論に於ける局所的現

象として論じたのである~3) 即ち宇宙構造論に於て得られた時空をもとにし
て，その時空に於ける観測座標系を考へるとき，宇宙構造論はかヽる座椋系

の線てに到して一様な性質を有することが解つた(0ので，その時空の一謡の

周回に於てのみ一様な性質を有する現象を考へることに依つて，屋雲の理論

を得たのである~)

従つて我々の理論に於ては，先づ宇宙棉造論に於て得られた時空をもとに

して観測座楳系の間の闊係を得，この観測座椋系に釘する一様性を若べるこ

とに依つて犀匹の理論を得るのであって，初めから観測座椋系は考へられて

ゐない。即ち訊測座椋系は屋雲の理論を樹てる鈴に考へられたもので，宇宙
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